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最新のソリューションを提案するショウルームは、それ自体がPRと

なる。「映像」を効果的に使うためにEIZOを選定。

　同社の巴山氏は、「ショウルームは
それ自体がCMであると考えていますの
で、商品PRの場としてインパクトのあ
るものにしたいと考えました」と話
す。巴山氏の言葉どおり、入口に設置
されたEIZOの『お知らせ配信システ
ム』は、お客様が最初に目にする映像
として、効果的なアイキャッチとなっ
ている。また、商品説明に使われるプ
レゼンテーションルームには、大型の
プロジェクターやプラズマディスプレ
イ、そしてEIZOのFlexScan L375を埋め
込んだディスプレイ昇降式の机を設置
するなど、最新の機器が導入され、独
特の環境が整備されている。

商品を効果的に見せるには、ディ

スプレイの表示の美しさが必要

　同ショウルームでは、ソリューショ
ン体験コーナーの情報表示端末の一つ
として、またデモルームの可動式プレ
ゼンテーション用端末としてなど、
EIZOのプラズマディスプレイ他、大画
面も多用されている。「お客様に何か
を訴求するためには、映像は大変効果
的であると考えます」と巴山氏。同
ショウルームでは「映像」を活用した
インパクトのあるPRを実現している。
　このように、「映像」を見せること
を中心に考えたショウルームにおい
て、EIZOディスプレイが選定された理
由は「輝度が高くて表示が美しいこ

導入製品：お知らせ配信システム／FlexScan P5072／

FlexScan L565／FlexScan L375

NTT東日本　法人営業本部　e-Japan推進部が自治体や公共機関に提案する「電子自治体トータルソ
リューション」の商品説明、体験の場としてオープンしたショウルーム「E-Frontier」。入口でお客様を
最初に迎える『お知らせ配信システム』の映像や、EIZOディスプレイも用いた独自のシステムが整備さ
れたプレゼンテーションルームなど、選定する機器にもこだわり、商品の魅力を伝える環境として特徴
的な環境を整備している。

と」（巴山氏）。「アプリケーション
が提案の中心となるため、商品は映像
を中心にお見せすることになります。
その映像が美しく表示されなければ、
商品のメリットを訴求することもでき
ない。EIZOのディスプレイは他の製品
に比べても輝度が高く、画質も良いの
で、インパクトのある表示が可能だと
感じました」と巴山氏。体験コーナー
でも表示機として
FlexScan L565が使
われており、その
表示の美しさはお
客様にも好評であ
るという。

NTT東日本　巴山氏



■「E-Frontier」のEIZO製品
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効果的な情報表示が可能な『お

知らせ配信システム』を提案

　機器選定を一任されたキヤノン販売
株式会社の田村氏は「巴山様からは、
ショウルームをインパクトのある魅力
的なものにしたい、というご要望があ
りましたので、価格だけを重視してご
提案するのではなく、性能の良い製品
からご提案するようにしました」と話
す。特に入口の『お知らせ配信システ
ム』については、「３画面に分けてさ
まざまな情報を効果的に表示できるこ
と、またスケジュール管理が容易であ
ることを考えてご提案しました。アイ
キャッチ性が高いというのがポイント
ですね」と田村氏。『お知らせ配信シ
ステム』の表示スケジュール管理も担
当している巴山氏は「確かに『お知ら

せ配信システム』のスケジュール管理
操作はいたって簡単ですね」と話す。
お客様のいらっしゃる時間に合わせ、
そのお客様に特化した情報を掲示でき
るように、1週間の来客スケジュールを
まとめて登録しているということで、
業務効率も良いといえる。

EIZO製品の品質、表示の個体

差が無いのに驚いた

　「さらに、EIZOディスプレイを導入
してみて、驚いたことは、プレゼン
ルームだけでも12台並べて設置しまし
たが、色表現や輝度などに個体差が全
くなかったという、その品質の高さで
すね」と田村氏。これは厳しい品質管
理を行なっている結果である。
　今後のショウルームの発展について

巴山氏は、「新しいものは誰よりも早
く使う、ということを方針としてお
り、それがお客様へのアピールにも繋
がると考えています。それがディスプ
レイの使い方を含め、映像・音響のシ
ステムなど、商品を紹介する道具にす
ぎないとしても、これらのインパクト
は効果的な商品紹介には必要なもので
あると考えますので、これからも新し
いもの、良いものが出てくれば、積極
的に導入していくつもりです」と語っ
てくれた。

【NTT東日本ショウルーム「E-Frontier」】　NTT
東日本では、政府のe-Japan戦略を受け、行政
サービスの電子化、「電子自治体」のソリューショ
ンをコンサルティングから設計・構築、運用・保守
に至るまで万全のサポート体制で実施している。
同ショウルームは、電子政府・電子自治体のトータ
ルソリューションのショウルームとして２００２年９月
９日に東京・大手町にオープンした。

表示機としてP5072が設置さ
れている 

 

キャリアブルスタンドに取り付けたP5072
が使用されている 

アプリケーション紹介にはP5072が、アプリケーシ
ョン体験の表示機にはL565が使用されている 

受付のPCに管理ソフトウエア
InfoPlannerをインストールして、
配信内容やスケジュールを管理
している 

入口では、『お知らせ配信システム』
がお客様をお迎えする 

ディスプレイは昇降式になって
おり、使用時には、机の中から
L375が現れる 
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